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河内洋佑

た刃の突出度の偏りもレバｰで行なわれる.これは日本

のかんたで台の端をかたづちで叩いて調整するのに比べ

てはるかに正確かつ容易である.

以上要するに,西洋かんなでは,日本かんたで職人の

熟練とカゾに依存していた部分のかなりを素人でもでき

るようにしているところに特徴があると言える.西洋か

んなでこのように調整が容易になっているからといっ

て,かんなかげのでき具合が職人と同じようにできるわ

けではないのはいうまでもない.しかし少なくとも一定

のレベルには特別た訓練たLに容易に到達できるのであ

る.

大工道具に限らず,西洋のいろいろた道具を見ると,

このように誰にでも使えるようにする工夫が目につく.

また特殊た目的の道具が実に良く発達している.日本で

は特殊目的の道具ではなく,一般用の道具を応用して何

か作ることが多く,またその道具は専門家でたげれぱ使

えこたせないものや,特殊な器用さが必要なものが多い

ようである.もっともこの頃では日本でも職人などはた

り手がたくなってLまったし,道具類も使い良さが追及

されるようになって,ここに記したような違いは急速に

消滅しつつあるようである.一方ニュｰジｰランドでも

専門家は日本製の電動かんたを使うようになってしまっ

た.(しかL日本製電動かんなの刃には依然としてヤキの入った

スチｰルが使われている.)

日本の科学技術のうち,技術は,品質管理の徹底的適

用によって製品の質の安定･信頼性を高めることに成功

し,世界的に高い評価を得ている1これは,名人芸を排

除し,一定の水準の製品を造るという意味で,西洋かん

なの思想と通ずるところがあるように,私には思える.

本誌の1991年4月号で,都城先生は,屈折率の物神崇拝
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について述べられた.先生によると,r一時期東大では,

屈折率や光軸角を測定する腕前とか量が人を評価する基

準にたっていた｣そうである.Lかしおもしろいこと

に,その当時発表された論文の屈折率α,βおよびγか

ら光軸角を計算してみると,実測値としてあげられてい

る値と大きく異たっているものがかなりある.屈折率や

光軸角測定はその後ウィルコックスやジロスその他によ

るスピンドノいステｰジの開発･改良によって,精度

もあがり,測定も容易になった.最近ではスピンドノレ･

ステｰジと屈折率計を一体化した装置もでき,計算によ

る光軸角と直接測定した値との差はほとんどたくなって

いる.ここで大切なのは,屈折率測定が物神崇拝に高め

られる一方,その測定をより容易にし,より清度を上げ

ることが忘れられたように見えることである.名人芸が

貴重なものであることは論を得たたいが,名人芸を名人

芸でなくし,誰にでも到達可能たものにすることが科学

技術の目標の一つであるとすれば,それを怠った私たち

は,ウィノレコックスその他にいたずらに名を成さしめた

ことにたるだろう.スピンドル･ステｰジの開発･改良

はもちろん都城先生の重視されるパラダイムの変換に寄

与するようなものではないが,鉱物のキャラクテリゼｰ

ションの精度を一桁上げたことはたLかであり,重要な

貢献であったと思われる.

日本の技術は西洋かんな的発想により世界的名声を得

るに至った.しかし他のいろいろな分野で日本かんなの

思想はまだ至るところに残っており,それをふりきるの

は容易なことではたいようである.

KAwAcHIYosuke(1991):P1anesofWestandJapan.一
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<受付:1991年3月22日>

ニュｰジｰランド北

島のポフトウ間欠泉

ニュｰジｰランド北島のロト

ルア地熱地帯には多くの間欠泉

がある.実は現在ではイエロｰ

ストｰンやアイスランドに匹敵

するものはたいが,今世紀初め

にはワイロア間欠泉は200フィ

ｰトに達する噴泉であった.現

在ではロトルア湖南端3㎞のフ

アカレワレワ地区にあるポフトウ間欠泉が有名である.

ファカレワレワ地区には北北西一南南島に5つの間欠

泉が並んでいる.そのうち最も有名なのがポフトウ間欠

泉である.5つの間欠泉の並んでいるのはカイザｰ･フ

ラットと呼ばれ,北からケレル,プリンス･オブ･ウ千

一ルス･フェザｰス,ポフトウ,テ･ホル,フィコロヒ

ヒ,マヘンガと並んでいる.

これらは地下で連絡があると信じられている.プリン

ス.オブ.ウェｰルズ･フェザｰスが活動を始め,1～

4時間でポフトウが活動を始める.ポフトウの活動は約

20分で,噴泉の最高は60フィｰトに達する.平均して1

目14回噴出するとも言われている.

ワイコロヒヒはぴんぱんに15フィｰトほどの高さまで

吹き上げているが,ポフトウの前のことが多い.

切手は1960年代初めに1ポンド切手として発行された

ものを,1968年に色を変えて2ドルとして発行したもの

である.(P.Q.)
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地質標本館だよりNo.28

人気のある“生きている化石"展示コｰナｰその他が,

1990年度に改装されました.ちたみに,この展示の改装

にかかった費用は約320万円でした.今回のジオラマの

改装とは別に,退色のひどかったカラｰコルトンも新し

くたり,再び10年前の美しさが戻ってきました.ジオラ

マの前にある標本展示ケｰスの中も三葉虫やアンモナイ

トの化石や関連する現世標本が増えて充実してきまし

た.カブトガニは現在,世界に3属4種,オウムガイは

1属3～6種が知られています.今後できる限りこれら

の標本をそろえて展示していきたいと思います.このよ

うに生まれ変わった“生きている化石"展示が,これか

らも見学者に一層親しまれるコｰナｰにたることを望ん

でいます.
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火成論勝利の地

本一ベルニュ国

かつて18世紀最後の25年間に,地球の起源についての

大論争があった.それは水成説と火成説の間の争いとし

て広く知られている.それは特に玄武岩の成因について

論争され,その舞台となったのがオｰベルニュｰであ

る.

最初はケタｰル(J.E.Guettard,1715-1786)の登場だ

った.彼はフランスの多くの場所でみつげた岩石･鉱物

･化石の分布を示す地図の作成をはじめ,1751年それを

公表した.それは従来無関係とみられていた地質学と博

物学を結びろけるものとして賞賛された.その頃彼は地

球がかつて広く水に覆われていたと考えていた.1752年

彼は更にデｰタを得るために南フランスに旅行し,そこ

でこの地方が黒い岩石から出来ていることを知った.そ

して花嵐岩の基盤上の古い死火山,その旧火口から流出

する玄武岩の溶岩流を発見した.彼の報告は,フランス

の現在は穏やかた地域がかつては激しい火山活動の中心

地であり,オｰベルニュｰの山六カミ音は火山であったと

言うことで,地球の理解に新しい転機を与えた.

次に本格的た水成論と火成論カミウェルナｰ(A.G.We-

mer,1750-1817)とデマレ(N.Desmarest,1725-1815)と

の間で争われた.実際にはデマレの1763年からのオｰベ

ルニュｰの火山の研究が先行していた.彼のこの地方の
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火山活動の経緯の研究はヨｰロッパ各地の火山岩の発見

へと発展して行った.丁度1787年にすでに一流の名声を

得ていたフライブルグのウェルナｰは｢私は玄武岩が火

山岩だたどと思っていない.それらの岩石の全部は水に

よって出来たものである.｣と発表していた.たちまち

地質学は2つの大きな陣営に別れて論争が始った.火成

論と水成論の論争はこのように1つはオｰベルニュｰの

玄武岩について,他は花開岩間題におけるハットン(J,

Hutton,1726-1797)との論争である.実際にはデマレの

研究はすでに完了していたし,ウュルナｰはフライブル

グから動かたかったので,その後の論争は主に彼の後継

者達によって行われた.デマレ自身は全く傍観老的だっ

た.ウェルナｰ学派は決してオｰベルニュｰを訪間しよ

うとしたかった.1802年にやっとウェルナｰの若い弟子

レオポルド｡フォン･ブｰフ(L.v.Buch,1774-1853)

はオｰベルニュｰで死火山の巨大な火口と火山錐を見て

びっくりした.1年後同じウェルナｰの弟子の若いフラ

ンス人ドォｰビソソが現地へ行って玄武岩の火成論者と

たった.こうして次第に火成論者が増えて行った.デマ

レは次第にこの論争が自分の方に傾くのを見守ってい

た.水成論者がデマレの所に相談に来る度に,彼は論争

はしないで何度も同じ言葉｢調べていらっしゃい｣と言

った.

切手は1975年フランス地方記念11種のうちとして発行

された.玄武岩の溶岩を現わしている図案である.
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